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＜連絡事項＞

· 本日、4Fユーティリティーで納会あり。
· 12/31・1/1年末年始プログラムあり。本日午後より買出し予定。（担当：山田）
· 本日、藤村翔様のご家族へ18：30から通所について説明予定。（対応：木村）
＜事例検討＞

古舘　ヨリ様（55）　統合失調症　合併症：糖尿病　

デイケア利用：8年0ヶ月　出席率：70～90％

検討内容　治療計画評価・見直し

治療計画

1 単身生活に関する不安などを相談しやすい場所を提供する。

2 学習会・面談を通し、糖尿病について正しく理解できるよう支援する。

評価
1 について

· 最近は不安感の訴え聞かれない。

· 年末の為自宅の掃除をしなくてはいけない焦りを訴えるが、アドバイスを行っても実行される事は無い。

· お姉様からの生活費の入金を気にして、家族へ入金期日前に連絡して家族から怒られる事があったが、確実に期日前に入金されている為、お金について不安になる事や確認する事は無い。

2 について

· 体重を1日に何度も測定しているが記録へ残す事は無く、記録していくように説明している。

· 間食の有無を確認すると、「食べていない」と話しているが、週1日間食しているとの事。

· 体重コントロールする事は出来ており、増加は認められない。

· 廊下歩行を続けているが、歩行の姿勢が効果的ではない。

今後の治療計画

①⇒そのまま継続

②⇒そのまま継続

・体重の数値を記録へ残すよう促し、本人所持している血圧帳へ記入欄を設ける。

・歩行時の姿勢について本人へ繰り返し指導を行う。

＜利用者様情報＞

· 大下　良悦　様～気分の高揚見られており、場にそぐわない声の大きさあり。話しかけられた事

への返答が不適切であったり、自分で話している事と行動がかみ合わない様子

見られている。

· 大久保　恒夫様～本日来所。来年実父の50周忌があり貯金しているが、新年の挨拶に妻の実家へ

行くとお金を使ってしまう為、妻の実家へ今年は帰省しないことを電話にて伝えたとの事。その際に義父から“来年もその後もずっと来なくて言い”と言われてしまった為、挨拶しないわけに行かなくなったとの事。睡眠不安定については、今週臨時薬が処方となってからは眠れるようになったと報告受けている。他者との対応時には笑顔見られているが、全体的に表情の硬さ見られている。

· 細越　定生　様～本日面談実施。体重122kgとなっており、「最近ティラミスにはまっている」と

話している。腰痛があり運動を行っていなかったことも原因として本人が挙げており、腰痛改善した為来年からはエアロビクスへ参加するとの事。内服については処方通りに服用していると報告している。

＜年末年始プログラム　実施内容確認＞

Ｈ21年12月31日　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ22年1月1日

	実施場所
	内容
	担当
	
	実施場所
	内容
	担当

	
	入浴

1階(男性)泡風呂

2階(女性)バラ風呂
	上野
	
	
	入浴

1階(男性)泡風呂

2階(女性)バラ風呂
	木村

	１階キッチン
	雑煮・おしるこ
	金子・藤田
	
	１階キッチン
	雑煮・おしるこ
	金子・藤田

	2階キッチン
	手巻き寿司
	下舘
	
	2階キッチン
	すき焼き（鍋）
	山田・佐々木


	1階食堂
	平成22年

自分へ物申す
	中居
	
	生活指導室
	書初め
	服部

	作業指導室
	すごろく
	川井
	
	作業指導室
	福笑い
	大谷地


※１、風呂担当者は受付も行う

※２、レクリエーション担当者は声掛けして参加者を募る

※３、デイケア月報は12/31に作成

※４、通所にて長時間を過ごした方はデイケア食事なしの加算とする

（デイケア日誌の特記欄に来所者の氏名を記入する）

※５、前日までに翌日のレクリエーションの準備を終えておく

＜外来利用者様情報＞

· 本多　富美　様～現在もうつ気味との事。家の手伝いは億劫さを感じないと話される。鼻水が出るとの事で、レスプレン処方している。

· 板橋　利美様～夜間の睡眠はとれているが、時々中途覚醒があるとの事。起床時の眠気があると話

す為ネルボンからロンフルマンへと変薬となっている。

· 大久保　康弘様～幻聴を感じる事も無く、呂律不良も無いと話す。

· 繁名　和恵　様～幻聴について担当医から質問しているが、頭の苦痛感があると話している。

リスパダール液を服用すると落ち着くとの事。風邪薬希望ありＰＬ5日分処方。ハロマンス50mg筋肉注射施行している。

· 高橋　幸雄　様～2週間分処方。次回1/13採血実施予定。減量するよう説明している。

· 巴　　勇樹　様～減量するよう説明あり。

· 番沢　政勝　様～明日は午前中にデイケア利用し、元旦には町へ出かける予定との事。外出は2日

に行うようアドバイスしている。

· 村上　元道様～明日から外泊するとの事。仕事については焦らないようにと説明している。

· 秋山　和子様～咳・鼻汁訴えありＰＬ5日分処方となっている。

· 溝越　キク様～体重69.6kg。正月は食べ過ぎず、70kgを超さないように説明している。

· 袴田　淑子様～正月は外泊予定と話している。

· 其田　淑子様～2月に介護保険の再審査があるとの事。栄養指導を行っている。

＜勉強会＞

接遇について

個々の利用者様対応について振り返り

· 話し掛けられた際に、最初だけ顔を向けるが、書き物をしながら話をする傾向にある。

· 指示的な発言をしてしまう事がある。

· 同じ事を何度も訴えて来られた際に、返答を茶化してしまう。

· 言葉使いに配慮出来ず、発言後に反省することが多い。

· 同じ事を訴えられた際に、早く終わらせたくて会話を終わらせてしまう事がある。

· 周囲を見ながら話を出来ない為、全体へ向けての対応が出来ない。

· 会話中に相手を見ることが出来ず、視線を合わせることが出来ない。

· 雑談をしている際に、相手を傷つける発言をしてしまう事がある。

· 敬語を使うよう心掛けているが、話し言葉になってしまう。

· 威圧的であったり感情的に話をしてしまう事がある。

· 声の大きさが適当ではない。

対応方法

· 相手の立場になって発言する。

· 感情的となった場合、話をする前に1拍置いてから発言する。

· メンバー対応をしている中で、メンバーからスタッフの苦情が聞かれる事もあるが、スタッフ・メンバー共に中傷するような発言はしない。

今後の勉強会　内容希望

· 場面を設定して対応について実践方式で行いたい。

· 接遇に対する、自己評価と他己評価。

· スタッフ間で利用者様から聞かれた苦情について、月ごとにまとめて振り返りを行う。
















